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広い知識と技術が求められている。2017 年（平成 29 年）3 月 31 日に告示された保育所保
育指針１）においても、「健康及び安全」の項目が第 5 章から第 3 章へ変更になり、その重
                                                   
1 こども教育学部こども教育学科  
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 短期大学部２年生で「保育実習Ⅱ（保育所）」を終えた 60 名（男子 11 名、女子 49 名）。
調査協力者は、「保育実習Ⅰ（保育所・施設）」と「教育実習Ⅰ（幼稚園）」の３回の実習を
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調査時期は 2017 年６月。 
（４）分析方法  












ラスが最も多い 25 名であった。  
 実習担当クラスの園児の数について表２に示す。こちらも実習を複数担当したクラスの
園児の数が異なる場合は、複数回答であった。30 人以上と大規模クラスは３名と最も少な
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（２）実習中に経験した内容 
 実習中に経験した内容について、その他を含む 17 項目の選択肢から複数回答を得た。
そのうち身の回りの世話である養護項目を図 1 に示す。最も多かったのは抱っこが 48 名
（80.0％）であった。次いで衣服の着脱が 43 名（71.7%）、紙おむつ交換 33 名（55.0％）、
おんぶ 21 名（35.0％）、歯みがき 14 名（23.3％）、検温 12 名（20.0％）、身体測定 10 名
（16.7％）、布おむつ交換 7 名（11.7％）の順であった。沐浴、座浴は 0 名であった。その
他はおしり洗いの補助として 1 名（1.7％）であった。  
 
図１ 実習先での体験（養護項目） 
 次に、検診の経験について表３に示す。検診の経験をした学生は、歯科検診が 3 名
（25.0％）、内科検診が 2 名（3.3％）であった。視力測定、聴力測定、その他については




 実習中に経験した園児の体調不良の種類について、その他を含む 15 項目の選択肢から
複数回答を得た。最も多かったのはケガ（すり傷など）が 32 名（53.3％）であった。次い
で発熱が 30 名（50.0％）、咳が 22 名（36.7％）、鼻血が 17 名（28.3％）、嘔吐が 10 名
（16.7％）、下痢が 9 名（15.0％）、腹痛が 6 名（10.0％）、打撲と熱中症が 4 名（6.7％）、
発疹が 3 名（5.0％）、骨折・脱臼・捻挫が 1 名（1.7％）の順であった。その他は 7 名（11.7％）
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目について、それぞれ３～５項目の選択肢で回答を得た。   
図３ 睡眠時間（ｎ＝60）         図４ 食事（ｎ＝60） 
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 睡眠時間については、平均７時間以上が 11 名（18％）、平均 7 時間未満が 44 名（73％）
であった（図３）。食事については、規則的だったが 43 名（72％）、不規則だったが 16 名
（27％）であった（図４）。出勤状況については、遅刻をして早退した者と、早退をして休
養をもらった者を含むため、全体数を述べ 62 名として割合を出した。欠席なしが 54 名
（87％）、欠席をしたが 3 名（５％）、早退をしたが 2 名（３％）、休養をもらったが 3 名
（５％）であったが、遅刻をした者はいなかった（図５）。体調については、ずっと良かっ
たが 23 名（38％）、途中悪いこともあったが 34 名（57％）、ずっと悪かったが 3 名（５％）
であった（図６）。 
 次にそれぞれの項目をクロス集計した結果を表４～６に示す。 
表４ クロス表（睡眠時間＊食事、体調）  
 
 
表５ クロス表（睡眠時間＊出勤状況）  
 
 

















8 3 0 5 6 0 11
平均7時間
未満
32 11 1 17 24 3 44
不明 3 2 0 1 4 0 5
















10 0 1 0 0 11
平均7時間
未満
40 2 1 1 0 44
不明 4 0 0 0 1 5






規則的だった 17 23 3 43
不規則だった 6 10 0 16
不明 0 1 0 1
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2 人ともが睡眠時間が平均時間 7 時間未満であった。また、早退をした 1 人と、休養をも
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Review of Childcare Training and its Self-evaluation
（１） 
－Examination of Class Contents and the Professor Method in 
“Child Health I, II”,“Child Health Practice”, Based on 
Training Experience－ 
 
Mayuko OGAWA, Kanako SUGIYAMA, Itsuko SAKAKIBARA 
 
Abstract 
To guarantee “health and security” it is important for the childcare professional to  
monitor the child through nursery school childcare guidance. This requires the 
establishment of "Child Health I, II" “Child Health Practice” courses in this school. For 
the preparation of these classes an inventory survey was conducted with the assistance 
of 60 students in junior college who had finished childcare training. After the results 
were collected, class contents and teaching methods were chosen.  
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